


























































































































































































てもらったりします。 ~gfil した人は先生の役割 afiUt医）を来たすことができます。
先に亙女の道具について触れましたのでもう少し説明しましょう。道具は色々あります
がよく使用されているのは弓、太鼓、笹II幣、数珠です。弓や太鼓ならそれを叩きながら呪
文を唱えてトランスに入ります。
口寄せは亙女の基本的な役割だからその大略を説明したいと思います。家族がなぜm女
に頼んで死者に話させるかというと、死の原因を明らかにするようにとか自殺の理由を分
かるようにしたいとかで、 m女を頼む場合が多いそうです。死者の魂が話すことによって
鎮静できますのであの世につけると信じられています。死者の霊魂は死後、直接に天界に
行かず七日間にの屋根を越えません。早く初めての口寄せ（新口）を行った方がいいのだ
そうです。そうすると魂をあの世に送ることができます。ともかく一周忌（四九日）の末
までに話させないといけないとよく信じられています。そうしないと死霊が鎮められなく
て家族に崇ります。口寄せを行う前に亙女が死者の名前、年齢、性などについて調べてお
きます。そしてほとんど訳の分からない言葉をつぶやくと死者の霊魂が彼女の口を使って
話し始めます。急に彼女の声色が変わりますので霊が来たと分かります。声色や話し方は
死んだ人のとよく似ているともいいます。話の構造はほとんどいつも同じです。まず霊魂
が現在状態、悲しみ、親戚や友達への感謝そして将来についての意見、諌め、戒めを表し
ます。死んだ人が若ければ若いほど口寄せは短くなります。子供の場合なら声はすごく小
さいし言葉も多くはありません。子供には魂が弱L、だからそうです。初口寄せの後はまた
一度か二度わたって口寄せを行うケース多いのですが、その後の口寄せの頻度は家族によっ
て大変違います。 右にあげたのは亙女の一番“日常的な活動”ですが他にも色々ありま
すし、祭りもあります。親亙の活躍が東北や琉球で衰弱するとしても、都会には新宗教や
占いなど新しい流行があるので、人間の他界への信仰は生き続けているように思えますが、
いかがでしょうか。
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